
この度は「OFF TONE (オフトーン)マグネットパネルN」を
お買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
正しく安全に取付け、お使いいただくためにこの説明書を必ずお読みください。
なお、「1. 安全のために必ず守ること」は取付け上および使用上大切なこと
ですので、必ず事前にご確認ください。
製品ロットナンバーは製品本体の裏面に記載しています。

・本製品はスチール面に対する後付けの吸音パネルです。遮音を目的としたものでは
ありません。

・マグネットが付かない壁面に取り付けたい場合、同梱品の粘着剤付きスチール製シートを
お使いください。スチール製シートの粘着面で壁面のクロスに貼り付けます。

下地の状態とクロスとの接着性は本説明書の通りに事前に確認してください。

・スチール製シートを壁面のクロスに取付け、その後スチール製シートをはがすとクロスを
傷めるおそれがあります。場合によってはクロスの張り替えが発生します。

・スチール製シートを取り付けできるのは石こうボード下地、合板下地のみです。その他の
下地には取り付けできません。

・本製品の表面張地は製造ロットにより若干の色違いが発生することがあります。また柄に
より若干厚さも異なります。

・本製品は室内用の製品です。外での使用はおやめください。
・芯材に不織布を使用しているため衝撃を与えるとへこむ恐れがあります。人や物が接触
しやすい場所や足元へのご使用は避けてください。

・経年および直射日光の当たる場所に取り付けた場合、本製品の表面張地が変色する可能性
があります。

・ストーブ等の熱源を近づけないでください。また、水や湯気にさらされたりする場所では
使用できません。反り、歪み、カビの発生等の原因になります。

・何度も脱着を繰り返すとパネルに反りが生じる可能性があります。ご了承ください。
・本製品を廃棄処理する場合は国および地方自治体の法令に従ってください。

1. 安全のために必ず守ること

「必ずおこなっていた
だくこと」

「してはいけない」

本文中や本体に使われている図記号の意味は次のとおりです。

誤った取扱いをしたときに軽症または
家屋・家財などの物的損害に結びつくもの

注意

誤った取扱いをしたときに死亡や
重症などに結びつく可能性があるもの

警告

警告 心臓ペースメーカーなどの電子医療機器を装着した人に近づけないでく
ださい。医療機器に影響をあたえるおそれがあります。

天井面へ取付けないでください。落ちてきてけがをするおそれがあります。

注意 マグネット以外の方法で取付けようとしないでください。落下や破損して
けがをするおそれがあります。

磁気記憶媒体に近づけないでください。記憶データ破損の原因になります。

各種電子機器や映像機器、通信機器などに近づけないでください。正常な
動作を妨げ、故障の原因になります。

本製品に物を引っ掛けたり、ぶら下げたりしないでください。落下や破損
してけがをするおそれがあります。

OFF TONE (オフトーン)
マグネットパネルN

分解や改造をおこなわないでください。落下や破損してけがをする恐れが
あります。

ご使用前にマグネットが吸着する面かどうか、確認してください。落下や
破損してけがをする恐れがあります。

製品をスチール面に取付けるとき指をパネルの裏面に入れないようにして
ください。けがをするおそれがあります。

施工説明書・取扱説明書共通

250404-ON-OM005

2. お手入れ方法

●表面の汚れは速やかに拭き取ってください。表面に汚れが付着すると染みの原因となる
恐れがあります。

●お手入れは次の方法でおこなってください。
・日常のお手入れをするとき：乾いた布で軽く拭く。
・汚れがひどいとき：水またはぬるま湯を含ませ、固く絞った布で拭く。
上記方法でも汚れが落ちない場合は、ぬるま湯で薄めた中性洗剤を柔らかい布に含ませ
汚れの外側から叩くようにして汚れを落としてください。その後ぬるま湯を含ませ硬く
絞ったきれいな布で洗剤を拭き取ってください。

●蛍光剤を含んだ洗剤は変色の可能性があるので避けてください。
●油性の汚れにベンジンや除光液等の有機溶剤を使うとシミの原因になりますので避けて
ください。

「留意事項、操作方法、
使用・お手入れ方法等」

同梱品：粘着剤付きスチール製シート 12枚

同梱の粘着剤付きスチール製シートを壁面に取付ける場合は、手袋等で
手を保護してください。シートの縁で手を切るおそれがあります。

2025年9月26日から
「DAIKEN株式会社」に改称します。



■対象製品：OFF TONE (オフトーン)マグネットパネルN

■保証事項：弊社指定の施工場所に施工説明書・取扱説明書に準じた正常な施工・使用が
 なされている状態（前提条件）で、弊社の責任に起因するパネル本体の変形・
 変質については無料で修理します。なお、本内容は日本国内においてのみ有効
 です。
 ※修理とは、壊れたり傷んだりした部分に手を加えて、再び使用できるように
 すること。（原則、新品交換は含みません）

■保証期間：製品施工完了後2年とさせていただきます。施工完了後に生じた、弊社の責任
 に起因する製品の不具合を、無料で修理する期間としています。保証期間経過
 後の修理については有料となります。

■製品の不具合原因が次のような場合には、保証期間内であっても保証対象外になります。

3.取付け方法

4.製品の品質保証について

・設置したい壁面にマグネットパネルNをゆっくりと近付けて、壁面に取付けてください。
※本製品サイズの間で壁面の波打ちが2mmよりも大きい場合は、本製品を取付けることが

できません。波打ちが2mm以下の壁面に取付け場所を変更してください。

3-2.マグネットが付く壁面に取付ける場合

3-1.マグネットが付かない壁面に取付けたい場合

同梱品の専用施工部材の粘着剤付きスチール製シートをお使いください。裏の離型紙をは
がして壁面の石膏ボードもしくは合板下地のクロスの上に貼り付けて取付けることができ
ます。その際、下記の通りで下地の状態とクロスとの接着性を事前に確認してください。

■下地の確認
・マグネットパネルNの製品サイズの間で壁面の波打ちが2mmよりも大きい場合は、本製品
を取付けることができません。波打ちが2mm以下の壁面に取付け場所を変更してください。

・表面の油汚れや痛みがひどいもの、手で触れて油が付着するようなものや、テープ類が
簡単にはがれるものには粘着剤付きスチール製シートを取り付けることができません。
マグネットパネルNを施工する部位のクロスをはがしてください。

■壁面クロスと粘着剤付きスチール製シートとの接着性の事前確認
・粘着剤付きスチール製シート 1枚を裏面の離型紙をはがし、接着したいクロス面に圧着
して取付けてください。（スチール製シートはマグネットのサイズ50mm角よりも大きい
60mm角です）

・取付けたスチール製シートに対して、マグネットパネルNの裏面のマグネットを使って
壁面に対して垂直に10回以上脱着を繰り返してください。その後、クロス面にスチール製
シートが残っていることを確認してください。残ったスチール製シートはそのまま使用す
るか、クロスからはがして破棄してください。はがした後は再使用はできません。

・接着性が悪い場合は、マグネットパネルNを施工する部位のクロスをはがしてください。

■粘着剤付きスチール製シートの取付け
①マグネットパネルN裏面のマグネット側を上にして平置きし、あらかじめマグネットパネ
ルNのマグネット部分にスチール製シートを離型紙側（茶色）を上にして取り付けます。
その際、マグネットがスチール製シートで完全に覆われるようにします。

マグネットパネルNを取付ける位置で事前確認してください。取付け位置と違う
壁面で事前確認した場合、スチール製シートをはがす際にクロスを傷めるおそれ
があります。

②スチール製シートの離型紙をはがし、スチール製シートが付いた状態でマグネットパネル
Nを取付けたい位置に合わせて壁に圧着します。取り付けたい位置は、マグスキングテー
プなどで目印を付けることをおすすめします。

③マグネットパネルNを一度外すとスチール製シートが壁側に残ります。スチール製シート
を壁面に圧着させた後、肩幅10mm以上、脚長さ4mm以上のステープルを手動タイプの
タッカーでスチール製シート1枚あたり6か所補強してください。ステープルに浮きがある
場合はハンマーなどで打ち込んでください。

離型紙
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ステープル推奨品

・MAX T3-6MB
・ホッチキス針10号

マグネット
パネルN

・エアタイプのタッカーは使用しないでください。打ち込み時の圧が強く、
スチール製シートが破れるおそれがあります。

・スチール製シートは一度壁面に接着した後に張り直しはしないでください。

スチール製
シート

マグネット
パネルN

■マグネットパネルNの取付け
・目印に合わせてマグネットパネルNをゆっくりと近付けて、壁面に取付けてください。

※下にずらすと
外しやすいです

スチール製
シート

スチール製
シート

①建物の設計・施工に起因する不具合
②施工説明書に記載された方法以外の施工内容に起因する不具合
③自然現象・周辺環境等（注１）の不可抗力に起因する結露、腐食、反り、割れ又はその他の不具合
④室内であっても部屋内外の温湿度差が著しく違う部位に取り付けられたことによる隙間・反り・キシミ音などの不具合
⑤極端に乾湿を繰り返したり、著しく高温・多湿となる部位に取り付けられたことに起因する不具合
⑥建物自体の変形、入居後における増改築や改修等に起因する不具合
⑦不適切な使用又は維持管理等に起因する不具合
⑧取扱説明書記載事項から逸脱した使用に伴う、消耗、磨耗、破損、変形などによる不具合
⑨経時変化による通常一般的な当該保証対象品の変褪色、汚れ、さび、かび、劣化磨耗などの不具合
⑩用途外に使用された場合の故障および損害（例えば、一般家庭用を業務用に、屋内用を屋外に使用された場合等）
⑪犬・猫・鳥・鼠などの小動物の害に起因する不具合やキクイムシなどの虫害に起因する不具合
⑫仕上げ面のキズなどの不具合で引渡し時に申し入れがなかった場合
⑬保証期間経過後の申し出、または不具合発生後速やかに申し出がなかった場合
⑭製造時に実用化されていた技術では予測することが不可能な事象に起因する場合
⑮離島などの遠隔地へ出張を要する修理を行う場合、出張に要する実費
⑯その他当該不具合の発生が弊社の責によらない場合
注1：火災･地震･水害･落雷などの天災地変や、公害･塩害･ガス害や異常な高温･低温･多湿･過乾燥などの周辺環境
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